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共振型材料疲螢試験機

澤井善三郎・木　村 哲

　材料の疲勢試瞼には一般に長い時間を要する

もので，實用的にも研究的にも非常に不便が感

ぜうれていた。共振型疲螢試験機は，機械の容

量を特に大きくすることなく，容易に荷重の繰

返し速度を大にする二とがでぎるOで，試駿に

要する時間が非常に短縮きれる利鮎がある。材

料の疲勢に關する組織的な研究に，又市販材料

の槍窟に，さらに又爆接部の試瞼に今後このよ

うな疲勢試験機が廣く用いられるであろう。

1．ま　え　が　ぎ

　子供におもちやを買つてやつても，ユ週間もtcつと見

・るかげもなく二われてしまうことが多く，これは．子を持

つ親の共通の憐みとなつている。しかしLつのおもちや

でも子供はおとなのとうてい考えおよぱないようないろ

・いうな遊び方をするから，こわれるのが當りまえかもし

れないし，又一面あまり頑丈なおもちやは少し遊ぶとあ

きて見向きもしなくなるから，あるいは二れでちようど

よいのかもしれない。

　ところが一艘の機械や構造物となるとそうはいかない

おもちやと異つてもしこれがこわれると，非常に危瞼な

事態を生ずる場合もあるし，又繧濟的にも直接大きな損

魯となり，ひいては國家眈損失をまねくことにもなる。

　そこでこれらを構成する材料については，その張さを

あらかじ星試験しておく必要があるわけで，．古くから各

．種の材料試騨勘：考えられている。物の強さに關係する

．機械的負荷としては，錘的負荷踵5的負荷とがあるが，

材料の隷的張さについてはすでに今までに相當に研究さ

れ，現在では動的負荷，すなわち衝撃や繰返し荷重に断

する材料の張さが問題となることが多い。

　一般に材料に繰返し懸力を加えると，静的な強さに相

當する荷重よりも小さい荷重で破壌するから，繰返し荷

重に耐える彊さすなわち疲勢張さを求㊨ておく必要があ

る。この場合荷璽を小さくすると破壌するまでの繰返し

激が大となり，ある値まで荷重が小さくなると，荷重を

何回礫返しても破壊しなくなる。この限界樋のことを

疲勢限というo

　疲勢試駿機を用いて疲勢隈を決定するのには，普通

ユO「回程度の繰返し荷重をかける必要があるので，一般

qここの試験には非常に長時聞を要することになり，實施

上すこぶる面匿なもmpである。

2．從來の疲勢試駿槻

　麟試験の必要なことは古くから’ee．Wきれていたので

疲蝋験機の考Aにも多くのKPt”’ある。

　これを荷の掛かり方から分類すると，引張墜縮型，曲

げ型・振り型およびこれらの荷重の組合わさつたもの等

があり，また荷重をかけう方式から考えると，普通の油

膣を使用した材舞試験機の油堅を周期的に饗化ざせるも

の，クラソク等を使つて機械貞」に攣位を強制するもの，

偏心質量を回聴してその遠心力を利用するもの，あるい

はこれに共振を欝用するもの等がある。

　その中でわが國でもつとも贋く使用されているものを

あげると，小野式回韓曲げ試験機，西原式繰返し換b

（．断）試瞼機S・hen・k型榊（曲げ）試験槻久野式

（引張堅縮》識機，H・igh式（引張盤縮）試験機等で

あつて，その繰返し速度はいずれ毛毎秒20乃至50種

度である。

　これらの方式では速度をこれ以上塘そうとすると，槻

械的・こ種々の困軸こ遭遇するので，こt・にSSしては特殊

の試駐機がいく〉か試作された程度であるnそ二でいま

繰返し蓮度を毎秒3D程度と假定すると，107回におよ

ぶ繰返し荷電をかけるのには書夜景行で籔日間もかLる

ことになるから，試瞼に要する手激はなかなか容易では

ないcDてある。

3．共振型曲げ疲勢獣駿機

次に共振型曲げ疲螢試験機について蓮べようo第1圖

　　　　　　　　　第　1　圖

のように磁性盤の棒状試験片を＝黙で麦え，交流電磁石

によつてその自由な幽端に下向に繰返し荷重を加えると

蕪を振動させることができる。この場合棒に作用するカ

は棒の部分を通過する磁束の・2乗に比例するから，電磁

石を交流のみで鋤磁ナると，カは交流周波籔ノの2倍の

周波敷で璽化することになる。しかしもし固のように電
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